
当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）
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有限会社 二和木材

代表取締役　小笠原　清貴

（所在地：岩手県滝沢市）

当社は昭和48年に創業し、滝沢市の本社工場と矢巾町の第２工場にて木材加工、また、

近隣市町村の森林で林業を営んでおります。林業部門で伐採したトレーサビリティのある

木材を工場部門が建築資材に製材し、その際に発生する端材や低質な丸太も無駄なく

木材チップとして加工・活用しています。木材の人工乾燥技術の開発に早くから取り組んで

おり、使いやすい建築資材の供給と、伐採跡地の再造林とその後の森林認証制度に則った

持続的な管理により、地域に貢献していきたいと考えております。

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

再生可能エネルギーの活用、持続可能な森林資源の利用、製品における資源使用量削

減

従業員の体の健康保持、従業員の心の健康保持、従業員のキャリア開発

森林や山の自然の保護活動、まちや河・海の自然の保護活動、地域金融機関との連携

BCPの策定、消費者・顧客課題解決、業務効率化や生産性の向上



【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

マテリアリティ（重要課題）

有限会社 二和木材　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。
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有限会社 二和木材

代表取締役　小笠原　清貴

森林認証材の活用や木材のカスケード利用により、森林資源の循環型利用推進に努めます。

 環境の保全

・自家発電能力を持ったバイオマスボイラーの導入検討

・森林認証制度もしくはそれに準拠した木材の利用率向上

・マテリアルから熱利用までの木材のカスケード利用推進

 ▼ 目標・取り組み内容

 従業員の働きがい

従業員の心身の充足を最優先の価値とし、誰もが働きやすい魅力ある職場環境作りを行います。

 ▼ 目標・取り組み内容

・産業医を始めとする、各専門家との連携

・上司による部下のメンタル状態の把握とケア

・人事考課制度を活用した従業員のキャリア開発支援

 地域社会への貢献

森林認証制度に則った施業を行うことにより、地球環境および地域社会に配慮した経営を行います。

 ▼ 目標・取り組み内容

・自社有林の拡大と森林認証制度に基づく管理の徹底

・水源涵養に係る森林の積極的な取得と管理

・SDGｓの各目標達成に向けた金融機関との連携

・BCP計画の作成

・建築資材の確保に不安を抱えるお客様とのサプライチェーン強化

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

お客様とのｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ強化により、産地明確な地域産木材を安定的且つ使い易い状態で供給します。

・デジタル技術の活用によるジャストインタイム方式での業務遂行


